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1.  平成24年3月期第3四半期の業績（平成23年4月1日～平成23年12月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第3四半期 9,598 △4.8 15 △91.9 3 △97.8 △34 ―
23年3月期第3四半期 10,079 △4.0 191 △49.8 181 △50.8 173 △52.1

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第3四半期 △1.09 ―
23年3月期第3四半期 5.57 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第3四半期 3,403 304 9.0
23年3月期 2,638 339 12.9
（参考） 自己資本   24年3月期第3四半期  304百万円 23年3月期  339百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― ― ― 0.00 0.00
24年3月期 ― ― ―
24年3月期（予想） 0.00 0.00

3.  平成24年3月期の業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 12,000 △5.3 △105 ― △120 ― △175 ― △5.61



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期3Q 31,337,000 株 23年3月期 31,337,000 株
② 期末自己株式数 24年3月期3Q 166,503 株 23年3月期 162,005 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期3Q 31,172,367 株 23年3月期3Q 31,178,971 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
  この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
  本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、
（添付資料）３ページ「（３）業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

  当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響による落ち込みから一部持ち直しの動きが

みられたものの、欧州債務問題に端を発した海外景気の減速や円高・株安などから、景気の先行きは極めて不透

明な状況が続いております。 

食品加工業界におきましても、個人所得の低迷や雇用不安による生活防衛意識からお客様の低価格志向・節

約志向が続いており、さらに、放射能汚染による食品の安全性に対する懸念の顕在化も相まって、厳しい環境下

で推移いたしました。 

 このような状況のもとで、当社は10月に改組を行い、より「安全・安心な商品を製造・供給すること」に徹す

るため、栃木工場の技術開発及び品質管理部門を増員し強化するとともに、工場間で技術者を異動し技術交流を

図ってまいりました。また、埼玉と栃木２箇所のギフトセンターを統合するため栃木ギフトセンターの増築工事

をすすめ、この度11月に完成いたしましたので、業務の効率化を図りコスト削減に努めております。   

しかしながら、当社の歳暮ギフトとおせちの販売量は百貨店を中心として残念ながら前年を下回る結果とな

り、また、ソーセージ用の羊腸をはじめとする原材料の値上がりなどで製造コストが上昇したこともあり、当第

３四半期累計期間の売上高は95億98百万円（前年同期比4.8％減）、営業利益は15百万円（前年同期比91.9％

減）、経常利益３百万円（前年同期比97.8％減）、四半期純損失は34百万円（前年同期は四半期純利益173百万

円）となりました。 

   

事業の種類別の業績は次のとおりです。 

  

① 加工食品事業  

当第３四半期累計期間では、東日本大震災にかかわる諸問題で食肉業界は多大な影響を受けましたが徐々

に収まりつつあります。しかしながら、牛肉類をはじめとして食肉商品は売上が伸びず、また、歳暮ギフトに

つきましては、菓子類や乾燥麺など日持ちする商品が伸び、ハム・ソーセージギフトは苦戦を強いられるな

ど、震災の影響は残った状況で推移いたしました。 

食肉加工品につきましては、秋の販売促進キャンペーンを実施し売上の増加に努めましたが、百貨店や通

販の歳暮ギフトは前年を下回る結果となったことなどから、当第３四半期累計期間の売上高は65億53百万円

（前年同期比2.9％減）であります。 

その他惣菜等につきましても、仕入先が被災したことにより店舗への再納入が遅れたことによる影響や業

者間の価格競争が一段と激しくなるなどの影響もあり、当第３四半期累計期間の売上高は30億43百万円（前年

同期比8.6％減）となりました。 

  

  ② その他の事業 

不動産の賃貸収入のみで、当第３四半期累計期間の売上高は1,800千円（前年同期比100.0％）であります。 

  

（２）財政状態に関する定性的情報 

（資産） 

 当第３四半期会計期間末の流動資産は25億16百万円で前事業年度末と比べ７億91百万円の増加となりました。

主として、年末の売上の増加から売掛金が６億53百万円、たな卸資産が87百万円増加したことなどによるもので

す。 

 固定資産は８億87百万円で前事業年度末と比べ26百万円の減少となりました。主として、有形固定資産の減価

償却などによるものであります。 

 この結果、資産合計は34億３百万円となり、前事業年度末と比べ７億64百万円の増加となりました。 

  （負債） 

   当第３四半期会計期間末の流動負債は27億16百万円で前事業年度末と比べ９億円増加いたしました。主として、

買掛金が３億36百万円、関係会社短期借入金が４億26百万円増加したことなどによるものです。 

   固定負債は３億82百万円で前事業年度末と比べ１億１百万円減少いたしました。主として、関係会社長期借入金

が54百万円減少したことなどによるものであります。 

  （純資産） 

 当第３四半期会計期間末の純資産合計は３億４百万円で前事業年度末と比べ34百万円減少いたしました。これは

主として当四半期純損失34百万円によるものです。    

１．当四半期決算に関する定性的情報



（３）業績予想に関する定性的情報 

 当第３四半期会計期間は、歳暮ギフトやおせちなどの年末商品の販売量が前期より減少したことなどで、残念な

がら売上高および利益とも前期を下回る結果となりました。第４四半期会計期間は、販売量が少ない時期でもあり

ますので労務コストなど経費の削減を図り、また、製造品目を見直し生産効率の向上を図るとともに、新商品の投

入や販売促進を強化し、業績の改善に努めてまいります。 

 しかしながら、第４四半期会計期間では景気の先行き不安は解消されず消費低迷は続くものと思われます。当第

３四半期累計期間では営業利益および経常利益が大幅な減少となり、また、退職金制度を適格年金制度から確定拠

出金制度へ移行する際に特別損失（退職給付制度移行損失）が30百万円発生したこともあり、通期の売上高を120

億円、営業損失１億5百万円、経常損失１億20百万円、当期純損失１億75百万円に修正いたします。 

 なお、本日（平成24年１月31日）、「特別損失の発生および業績予想の修正に関するお知らせ」を公表しており

ます。  

   

   

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

  該当事項はありません。  

   

   

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  該当事項はありません。    

   

２．サマリー情報（その他）に関する事項



３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

前事業年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期会計期間 
(平成23年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 44,480 84,343

売掛金 1,154,122 1,807,651

商品及び製品 297,046 355,619

仕掛品 15,819 7,354

原材料及び貯蔵品 193,561 231,396

未収入金 7,156 13,658

その他 13,069 16,431

貸倒引当金 △511 －

流動資産合計 1,724,744 2,516,454

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 5,711 12,627

構築物（純額） 0 15,501

機械及び装置（純額） 296,429 262,720

車両運搬具（純額） 8,872 6,295

工具、器具及び備品（純額） 31,239 37,157

土地 394,140 394,140

リース資産（純額） 129,666 114,610

有形固定資産合計 866,059 843,054

無形固定資産   

のれん 20,000 12,500

電話加入権 4,748 4,748

ソフトウエア 2,920 4,671

その他 3,424 2,965

無形固定資産合計 31,093 24,884

投資その他の資産   

投資有価証券 5,615 6,018

関係会社株式 0 0

出資金 5,278 5,278

差入保証金 5,578 6,554

その他 363 1,416

投資その他の資産合計 16,835 19,267

固定資産合計 913,987 887,206

資産合計 2,638,731 3,403,661



（単位：千円）

前事業年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期会計期間 
(平成23年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 913,496 1,250,181

関係会社短期借入金 424,441 850,516

1年内返済予定の関係会社長期借入金 72,000 72,000

リース債務 28,905 28,991

未払金 140,231 286,034

未払費用 74,026 88,667

未払法人税等 15,646 9,708

未払消費税等 9,892 10,646

賞与引当金 100,882 45,598

リース資産減損勘定 18,532 18,524

その他 17,247 55,307

流動負債合計 1,815,302 2,716,177

固定負債   

関係会社長期借入金 206,000 152,000

リース債務 118,994 101,462

退職給付引当金 110,899 100,890

長期預り保証金 1,004 1,004

長期未払金 19,765 13,497

長期リース資産減損勘定 27,680 13,862

固定負債合計 484,343 382,717

負債合計 2,299,646 3,098,894

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,699,968 1,699,968

資本剰余金 909,840 909,840

利益剰余金 △2,252,538 △2,286,618

自己株式 △17,775 △18,196

株主資本合計 339,494 304,993

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △408 △226

評価・換算差額等合計 △408 △226

純資産合計 339,085 304,766

負債純資産合計 2,638,731 3,403,661



（２）四半期損益計算書 
（第３四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年12月31日) 

売上高 10,079,390 9,598,838

売上原価 8,640,136 8,594,819

売上総利益 1,439,253 1,004,019

販売費及び一般管理費 1,247,418 988,498

営業利益 191,834 15,520

営業外収益   

受取利息 77 33

受取配当金 93 75

受取手数料 698 479

貸倒引当金戻入額 － 511

協賛金収入 1,355 －

雑収入 2,114 1,698

営業外収益合計 4,339 2,799

営業外費用   

支払利息 13,521 13,775

雑損失 1,087 624

営業外費用合計 14,608 14,400

経常利益 181,566 3,919

特別損失   

投資有価証券売却損 805 －

退職給付制度移行損失 － 30,900

特別損失合計 805 30,900

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 180,760 △26,980

法人税、住民税及び事業税 7,099 7,099

法人税等合計 7,099 7,099

四半期純利益又は四半期純損失（△） 173,660 △34,080



    該当事項はありません。 

   

   

 該当事項はありません。   

   

   

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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